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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　20年　7月　１８日　(金)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　佐々木　健之　　　記録者　月舘　幸子

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	松沢
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	○
	○
	欠
	公休
	○
	　公休
	○
	○
	早退
	CD留守

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	深夜
	公休
	○
	公休
	深夜
	CD留守
	準夜
	Ａ留守
	公休
	公休

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	玉木
	前田
	天間
	田中
	松山
	油津
	

	公休
	CD留守
	深夜
	○
	業務
	公休
	公休
	学校
	業務
	業務
	深夜
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 6月分の患者評価表の記入が、まだのスタッフは、早めに記入してください。

· 来週の火曜日より、Ｂ・CDユニットの網戸掃除の予定となっています。火曜日より、計画に沿って進めていきましょう。予定表は各ユニットにあります。

（網戸は、はずれにくいとの事なので、外さずに雑巾で拭くなどしてください。）

· 診療情報管理委員会より～CDユニット（特にD）の救急カート上に面会票を乱雑に置かないようにしましょう。カルテが乱雑に置かれていたり患者様の名前の書いてある用紙なども指摘対象となりますので日頃から整理しておきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 夏掘　長五郎様～低血糖症状改善されず本日、市民病院へ転院となっています。御家

族には連絡済み。

· 大久保　まつゑ様～本日、御家族が来院し南山苑の入所申し込みをしています。

· 住吉　鉄男様～本日、御家族が来院し退院に向けて意向を確認も含めて会議をしてい　　

ます。21日に主治医に確認し、よければ22日南陽館の通所を体験利用

27日には退院予定との事です。

＜生活習慣改善プログラムについて＞

· 来月から肥満・糖尿病の２つに分かれて生活習慣改善プログラムを実施する。

（肥満）

· 対象者～ＢＭＩが２５以上（肥満度Ⅰ以上）もしくは正常だが２３以上のリスク状態

　　　　　 の患者様とする。

南病棟：Ａグループ～沼沢　ミヤ様・若松　高様・西沢　正様

　　　　  Ｂグループ～鈴木　サダ様・村舘　ミネ様・野月平　チエ様

· 目標　～健康的な目標体重を知り本人の意識づけができる。

　　　　　 自らの食生活を振り返り間食のコントロールが出来る。

· 期間　～前期は８月８日から１０月２４日（第２・４金曜日）

　　　　　 後期は平成２１年1月9日から3月27日（〃）

・場所　 ～西病棟ミーティングルーム　　運動プログラムは体育館使用とする。

· 実施方法～リハビリテーションプログラムの一環として、その時間に実施する。

　　　　　　（午前9：30～11：00、午後14：00～15：30）

　　　　　　　スタッフは事前の9時から西Ａでのミーティングに参加しリーダーと記録係を決めておく。

　　　　　　　記録は生活習慣改善（糖尿病）記録、全体記録を使用し患者様の評価とつなげる。個別記録は各病棟保管、全体記録は西病棟で保管しファイルする。

（糖尿病）

· 対象者～糖尿病の診断があり、糖尿病食を摂取されている患者様

南病棟：Ａグループ～松田　信夫様・田村　耕一様・吉田　寿雄様

　　　　  Ｂグループ～飛鳥　公平様・木の下　ツヨ様

· 目標　～糖尿病について学び理解を深め今後の生活に役立てる。

　　　　　 運動の必要性を理解し、症状と相談しながら継続して運動できる。

· 期間　～平成20年１１月７日から１２月５日（毎週金曜日）

・場所　 ～西病棟ミーティングルーム　　運動プログラムは体育館使用とする。

・実施方法～リハビリテーションプログラムの一環として、その時間に実施する　　　

（午前9：30～11：00、午後14：00～15：30）

他は肥満に准ずる。

＜ケア検討～食事＞

· 鳥谷部　國光様～最近、食事の飲み込みの悪さが目立ちスタッフの促しにも手で払う　　

動作をされている。本日の朝食は4分の３摂取している。むせこみはない。3日間、排便がなくシンラック液を服用して経過観察中。

　　　　　　　　→食前にアイス棒、アイスマッサージ、茶寒天の摂取を促しましょう。

　　　　　　　　　脱水、便秘に注意してみていきましょう。

· 橋本　万様　～自力で食事を摂取時は途中で退席しようとされ、介助すると全量摂取　　

される傾向がある。

　　　　　　　→なるべく依存せずに自力で摂取するよう促していきましょう。

· 峰田　満雄様～時々、食事の際、むせ込みがありパンや副食を細かくしては？との声

掛けを断る事が多い。

　　　　　　　→必要時、介入して行く。（パンを細かくするなど）

· 大渡　福蔵様～食事の摂取量にムラがあり。

　　　　　　　→食前にアイス棒、アイスマッサージ、茶寒天の摂取を促しましょう

補食を促していく。

　

　　　　　　　　　







